
認
知
症
高
齢
者
家
族 

や
す
ら
ぎ
支
援
員

【
支
援
員
派
遣
サ
ー
ビ
ス
】　

容
認
知
症
に
関
す
る
研
修
を
受
け
た

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
や
す
ら
ぎ
支
援
員
」

が
、
認
知
症
高
齢
者
を
介
護
し
て
い
る

家
族
に
か
わ
っ
て
見
守
り
や
話
し
相
手

に
な
る
サ
ー
ビ
ス　

※
介
護
疲
れ
に
よ

る
休
息
が
必
要
な
場
合
や
、
外
出
の
場

合
な
ど
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
▽
利
用

時
間
：
１
カ
月
20
時
間
以
内　

対
身

体
介
護
を
常
時
必
要
と
し
な
い
認
知
症

高
齢
者
を
、
同
居
ま
た
は
近
く
に
住
み

な
が
ら
在
宅
で
介
護
し
て
い
る
家
族　

料
１
０
０
円
／
30
分
（
生
活
保
護
世

帯
、
中
国
残
留
邦
人
等
支
援
給
付
受
給

世
帯
は
無
料
）

【
支
援
員
募
集
】　

容
認
知
症
高
齢
者
を
介
護
し
て
い
る

家
族
の
負
担
を
軽
減
で
き
る
よ
う
、
居

宅
を
訪
問
し
、
見
守
り
や
話
し
相
手
を

す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア　

※
直
接
体
に
触

れ
る
介
護
は
原
則
行
い
ま
せ
ん
が
、
支

援
員
と
し
て
活
動
す
る
た
め
に
は
３
回

程
度
の
研
修
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。 

員
10
人
程
度　

募
９
月
16
日

（
水
）
必
着
で
、
問
い
合
わ
せ
先
ま
で

問
市
役
所
駅
南
庁
舎
高
齢
社
会
課

（
０
８
５
７
）
20-

３
４
５
３

各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課
・
各
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
14
ペ
ー
ジ
）

認
知
症
に
関
す
る
出
前
講
座

容
認
知
症
に
な
っ
て
も
安
心
し
て
住

み
慣
れ
た
ま
ち
で
暮
ら
せ
る
よ
う
、
認

知
症
の
高
齢
者
や
そ
の
家
族
に
対
す
る

理
解
者
・
協
力
者
（
サ
ポ
ー
タ
ー
）
を

増
や
し
て
い
く
た
め
、
講
師
を
派
遣　

対
認
知
症
に
つ
い
て
理
解
し
た
い
と

考
え
て
い
る
グ
ル
ー
プ
（
少
人
数
で
も

可
） 

料
無
料　

※
会
場
の
確
保
な
ど

は
各
団
体
で
お
願
い
し
ま
す
。

問
各
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
14

ペ
ー
ジ
）

母
子
家
庭
畳
替
え
サ
ー
ビ
ス

時
10
月
１
日
（
木
）
〜
７
日
（
水
）

▽
畳
引
き
取
り
：
８:
00
頃
▽
畳
返

却
：
16:

00
頃　

対
児
童
扶
養
手
当
を

受
給
し
て
い
る
母
子
世
帯
で
、
民
間
経

営
の
ア
パ
ー
ト
ま
た
は
借
家
に
入
居
し

て
い
る
世
帯　

容
１
世
帯
に
つ
き
１

部
屋
（
６
畳
程
度
）
▽
実
施
世
帯
数
：

５
世
帯
程
度　

※
応
募
多
数
の
場
合
は

抽
選
の
う
え
決
定
し
ま
す
。 

募
９
月

18
日
（
金
）
必
着
で
、
問
い
合
わ
せ
先

ま
で

問
市
役
所
駅
南
庁
舎
児
童
家
庭
課

（
０
８
５
７
）
20-

３
４
６
５

特
定
不
妊
治
療
費
助
成

容
特
定
不
妊
治
療
（
体
外
受
精
・
顕

微
授
精
）
を
受
け
た
夫
婦
の
経
済
的
な

負
担
を
軽
減
し
、
安
心
し
て
子
ど
も
を

産
み
育
て
て
い
た
だ
く
た
め
の
助
成　

対
鳥
取
県
特
定
不
妊
治
療
費
助
成
金

交
付
事
業
の
交
付
決
定
を
受
け
た
人

（
特
定
不
妊
治
療
を
平
成
21
年
４
月
１

日
以
降
に
終
了
し
た
人
）
で
、
申
請
時

に
夫
か
妻
の
い
ず
れ
か
一
方
ま
た
は
両

方
が
市
内
に
住
所
を
有
し
、
１
年
以
上

居
住
し
て
い
る
人　

額
１
回
の
治
療

に
つ
き
５
万
円
を
限
度
に
、
１
年
度
あ

た
り
２
回
ま
で
を
通
算
５
カ
年
度　

受
①
鳥
取
市
特
定
不
妊
治
療
費
助
成

金
交
付
申
告
書
（
様
式
第
１
号
）
②
鳥

取
県
特
定
不
妊
治
療
費
交
付
決
定
お
よ

び
額
の
確
定
通
知
書
（
原
本
）
③
指
定

す
る
医
療
機
関
が
発
行
し
た
領
収
書

（
原
本
）
を
、
持
参
ま
た
は
郵
送
で
中

央
保
健
セ
ン
タ
ー
母
子
コ
ー
ナ
ー
（
富

安
二
丁
目
１
０
４-

２　

さ
ざ
ん
か
会

館
３
階
）
ま
で　

※
②
、
③
は
内
容
を

確
認
後
に
お
返
し
し
ま
す
。

問
中
央
保
健
セ
ン
タ
ー
母
子
保
健
係

（
さ
ざ
ん
か
会
館
４
階
）

（
０
８
５
７
）
20-

３
１
９
６

市
立
病
院
の
子
宮
が
ん
検
診

容
が
ん
検
診
受
診
向
上
対
策
と
し
て
、

無
料
ク
ー
ポ
ン
が
対
象
者
へ
配
布
さ
れ

た
こ
と
に
よ
り
混
雑
が
予
想
さ
れ
る
た

め
、
こ
れ
ま
で
の
当
日
受
付
か
ら
事
前

予
約
制
に
変
更
し
ま
す
（
予
約
受
付
時

間
は
平
日
13:

00
〜
17:

00
）。

問
市
立
病
院
健
診
セ
ン
タ
ー
（
予
約
）

（
０
８
５
７
）
37-

１
５
４
０

※
無
料
ク
ー
ポ
ン
に
つ
い
て
の
お
問
い

合
わ
せ
は
、
中
央
保
健
セ
ン
タ
ー
総
合

健
診
室
（

０
８
５
７-

20-

０
３
２

０
）
ま
で
。

終
戦
当
時
の
引
揚
者
の
人
へ

容
税
関
で
お
預
か
り
し
て
い
る
次
の

通
貨
・
証
券
な
ど
の
返
還
▽
終
戦
後
、

外
地
か
ら
引
き
揚
げ
て
こ
ら
れ
た
人

が
、
上
陸
港
の
税
関
、
海
運
局
に
預
け

ら
れ
た
通
貨
・
証
券
な
ど
▽
外
地
の
集

結
地
に
お
い
て
総
領
事
館
、
日
本
人
自

治
会
な
ど
に
預
け
ら
れ
た
通
貨
・
証
券

な
ど
の
う
ち
日
本
に
返
還
さ
れ
た
も
の 

※
返
還
の
申
し
出
は
ご
家
族
で
も
結
構

で
す
。
心
当
た
り
の
人
は
、
上
陸
港
を

所
轄
す
る
税
関
ま
た
は
問
い
合
わ
せ
先

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

福　祉

情報ひろば Inform
ation

お知らせ

16とっとり市報 2009.09



問
境
税
関
支
署
（
境
港
市
昭
和
町
９
）

（
０
８
５
９
）
42-

２
２
２
８

救
急
医
療
講
習
会
（
東
部
医
師
会
共
催
）

時
９
月
12
日
（
土
）
14:

00
〜　

所

東
部
消
防
局
（
吉
成
） 

対
中
学
生
以

上　

容
心
肺
蘇
生
法
と
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自

動
体
外
式
除
細
動
器
）
の
実
技
指
導
な

ど　

料
無
料

問
東
部
消
防
局
警
防
課

（
０
８
５
７
）
23-
２
３
０
３

秋
の
鳥
取
砂
丘
一
斉
清
掃

時
９
月
27
日
（
日
）
９:

15
〜
11:
00 

※
雨
天
の
場
合
は
10
月
４
日
（
日
）
に

順
延
し
ま
す
（
実
施
の
有
無
は
当
日
７

:

00
に
本
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）。 

所
砂
丘
市
営
駐
車
場
奥
砂
丘
入
口

問
鳥
取
砂
丘
一
斉
清
掃
実
行
委
員
会

（
市
役
所
本
庁
舎
協
働
推
進
課
内
）

（
０
８
５
７
）
20-

３
１
８
２

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

事
故
ゼ
ロ
へ　

　
　

心
を
つ
な
ご
う　

手
を
つ
な
ご
う

時
９
月
21
日
（
月
・
祝
）
〜
30
日
（
水
） 

※
９
月
30
日
（
水
）
は
「
交
通
事
故
死

ゼ
ロ
を
め
ざ
す
日
」
で
す
。

【
運
動
の
重
点
推
進
事
項
】

●
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

●
飲
酒
運
転
の
根
絶

●
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
歩
行
中
・
自
転

車
乗
用
中
の
交
通
事
故
防
止

●
す
べ
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ

ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹

底
問
市
役
所
本
庁
舎
協
働
推
進
課

（
０
８
５
７
）
20-

３
１
８
２

健
康
講
演
会

容
▽
テ
ー
マ
：
が
ん
診
療
連
携
拠
点

病
院
と
緩
和
医
療
▽
講
師
：
田た
な
か中
紀の
り
あ
き章

さ
ん
（
市
立
病
院　

病
院
長
）
ほ
か　

時
９
月
18
日
（
金
）
13:

30
〜
15:

00 

所
さ
ざ
ん
か
会
館
５
階
大
会
議
室　

料
無
料

問
中
央
保
健
セ
ン
タ
ー

（
０
８
５
７
）
20-

３
１
９
４

国
際
交
流
プ
ラ
ザ
の
講
座
・
教
室

所
国
際
交
流
プ
ラ
ザ
（
湖
山
町
西
一

丁
目
） 

料
無
料
（
材
料
費
や
教
材
費

は
自
己
負
担
） 

【
世
界
の
料
理
教
室
（
ド
イ
ツ
料
理
）】

時
９
月
26
日
（
土
）
10:

00
〜
13:

00 

容
講
師
：
ミ
ヒ
ャ
エ
ル
・
シ
ュ
ル
ツ
さ

ん
（
鳥
取
市
国
際
交
流
員
）　

員
10
人

【
中
国
語
入
門
講
座
】

時
10
月
３
日
か
ら
毎
週
土
曜
日
（
全

10
回
）
10:

00
〜
12:

00　

容
▽
講

師
：
胡フ
ー

天テ
ィ
ア
ン
イ
ン
音
さ
ん
（
鳥
取
市
国
際
交

流
員
）　

員
20
人

問
国
際
交
流
プ
ラ
ザ

（
０
８
５
７
）
31-

３
２
５
３

問い合わせ先　鳥取社会保険事務所 （0857）27-8311

国民年金保険料の納め
忘れはありませんか？

　国民年金保険料の納め忘れがあると、将来受け取る
老齢基礎年金の額が減額されたり、受けられなくなる
ことがあります。また、もしものときの障害基礎年金
や遺族基礎年金も受けられなくなることがあります。
　このようなことがないよう、社会保険事務所では、
国民年金制度の説明や保険料の納め忘れ期間などにつ
いてのご案内を行っています。
電話によるご案内
　国が委託した業者や社会保険事務所職員が電話によ
る納付のご案内を行っています。平日だけでなく、土
曜日・日曜日・夜間にも行っています。なお、業者に
委託するにあたっては、法律に基づき、プライバシー
保護に万全を期しています。
戸別訪問によるご案内
　国民年金推進員や社会保険事務所職員が身分証明書
を携帯のうえ各家庭を訪問し、納付のご案内を行って
います。平日だけでなく、土曜日・日曜日・夜間にも
お伺いしています。

凡例
対＝対象　容＝内容　時＝日時　募＝募集期間・方法
所＝場所　員＝定員　数＝数量　額＝支給・助成額など
料＝料金　受＝受付　条＝条件　持＝持参するもの
問＝問い合わせ先

問い合わせ先　市役所駅南庁舎固定資産税課
　　　　　　　 （0857）20-3422・3423

地価が下がっても
固定資産税が上がる？

　これは、地域や土地によって評価額に対
する税負担に格差があり、これを是正するため、現在、
全国一律に負担水準（評価額に対する前年度課税標準
額の割合）の均衡化を重視した調整措置が講じられてい
るためです。
　この措置は、税負担の公平性の観点から、負担水準が
高い土地は税負担を引き下げたり据え置いたりする一
方、負担水準が低い土地は税負担を引き上げていく仕組
みとなっています。
　したがって、負担水準が低く、本来負担すべき税額ま
で緩やかに引き上げていく過程にある土地では、地価が
下落しても税額が上がるという場合が生じています。

可燃物処理施設整備事業に関する
環境影響評価方法書を縦覧します

事業実施区域　鳥取市河原町国英地区内
縦覧の場所　鳥取県東部広域行政管理組合生活環境
課、鳥取県環境立県推進課、市役所本庁舎生活環境課、
各総合支所市民福祉課
縦覧の期間　9 月1日（火）〜 30 日（水）　8:30 〜 17:00
　　　　　　　※土日祝休日を除く

意見書の提出　方法書について、環境保全の見地から
意見書を提出することができます。
意見書提出期間　9 月1日（火）〜 10 月14 日（水）※必着

問い合わせ先　鳥取県東部広域行政管理組合生活環境
課（680-0052 鍛冶町 18 番地 2）
 （0857）26-0532  （0857）29-2759 
意見書専用  assess@east.tottori.tottori.jp
ホームページ http://www.east.tottori.tottori.jp
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